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「地域づくり推進ビジョン」について

「地域づくり推進ビジョン」は、北海道総合開発計画及び北海道総合計画に基づく施策の展開に当
たり、地域の多様な主体で構成する「地域づくり連携会議」において意見交換を行い、地域づくりの
方向を検討・共有し、連携・協働の取組を推進するための今後10年のビジョンを示すもの。

（国）北海道総合開発計画
（令和６年３月１２日閣議決定）

（北海道）北海道総合計画
（令和６年７月１１日策定）

（目的）両計画に基づく施策の展開

（道の地域計画）

＜多様な主体の参画による地域づくり検討の場＞

○渡島地域づくり連携会議 ○檜山地域づくり連携会議
※各会議は、市町村長、振興局長、地域関係者、開発建設部長で構成

「地域づくり推進ビジョン」の検討・共有
・地域の現状と課題（ベースは道の政策展開方針より）
・地域のめざす姿（ベースは道の政策展開方針より）
・地域重点プロジェクト
（地域プロジェクト（国）、地域重点政策ユニット（道））

【現行のビジョンはR7.3策定】

（概念図）

道南連携地域
政策展開方針の
検討・共有

【現行の展開方針はR7.3策定】
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道南連携地域「地域づくり推進ビジョン」【概要版】

渡島総合振興局 函館開発建設部檜山振興局
構 成 市 町村

連
携
地
域
の
現
状
・
課
題

道南地域が誇る個性豊かな歴史や文化、多彩で特色ある食や自然の魅力を高め、
環境と経済が調和しながら成長し続ける、本州と北海道の懸け橋「道南連携地域」

地
域
の
め
ざ
す
姿

道南
函館市、北斗市、松前町、福島町、知内町、木古内町、七飯町、鹿部町、森町、八雲町、長万部町、江差町、
上ノ国町、厚沢部町、乙部町、奥尻町、今金町、せたな町

概ね10年の地域のめざす姿を示しています
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道南連携地域「地域づくり推進ビジョン」【概要版】

※推進主体： 国（赤字：地域プロジェクト）、道（青字:地域重点政策ユニット）

●地域重点プロジェクトの各プロジェクトの概要
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道南地域が誇る個性豊かな歴史や文化、多彩で特色ある食や自然の魅力を高め、
環境と経済が調和しながら成長し続ける、本州と北海道の懸け橋「道南連携地域」



道南連携地域「地域づくり推進ビジョン」の進捗状況

道南地域が誇る個性豊かな歴史や
文化、多彩で特色ある食や自然の
魅力を高め、環境と経済が調和し
ながら成長し続ける、本州と北海道
の懸け橋「道南連携地域」

地域のめざす姿

食

観光・
交流

産業・
雇用

脱炭素・
環境

暮らし・
社会基盤

●持続可能な農林水産業の展開
●北海道新幹線の札幌開業を見据えた
交流人口・関係人口等の創出・拡大
●縄文遺跡群などを活用した魅力あふれる
地域づくり

●地域産業の振興と
雇用の創出

●地域特性を活かした
脱炭素化の推進

●誰もが安心して住み続け
られる地域社会の維持

③地域の強みを活かした成長産業の形成プロジェクト

再掲-①農林水産業・食関連産業の持続的な発展プロジェクト

①農林水産業・食関連産業の
持続的な発展プロジェクト

④ゼロカーボン北海道プロジェクト
⑤自然共生社会・循環型社会の形成プロジェクト

再掲-③地域の強みを活かした成長産業の形成プロジェクト

⑥安全・安心に住み続けられる
強靭な国土づくりプロジェクト

⑦共創による多様で豊かな
地域社会の形成プロジェクト

再掲-②魅力あふれる観光地域づくりプロジェクト

②魅力あふれる観光地域
づくりプロジェクト

地域のめざす姿と地域重点プロジェクトとして国が推進する地域プロジェクト

（概ね10年の姿）

地域重点プロジェクトのテーマ

地域プロジェクト
（推進主体：国）
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道南連携地域「地域づくり推進ビジョン」の進捗状況

農林水産業・食関連産業の持続的な発展プロジェクト
食料生産力の向上により道南地域の農林水産物が安定的に供給されるとともに、デジタル技術等の活用による幅広
い農林水産業・食関連産業の展開によって道南地域の所得が向上し、我が国の食料安全保障に貢献することを目指
します。
農業の生産力を強化する生産基盤の整備・確保

農林水産業を支える物流基盤の整備

農林水産業の持続性を支える農山漁村の振興
豊富な地域資源を活用した農林水産業と他の産業との連携
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■国営かんがい排水事業（北斗用水地区）

水産業の生産力を支える水産基盤の整備

上磯ダム

■水産物輸送の効率化を図
る臨港道路整備

■「わが村は美しく-北海道」運動の推進

表彰式の様子（令和６年度）

■高規格道路網等の整備 等

■国営緊急農地再編整備事業（今金南地区・今金北地区）

■水産物の衛生管理対策に資
する岸壁等整備

砂原漁港 衛生管理施設臼尻漁港 臨港道路
上磯ダム

大野ダム



道南連携地域「地域づくり推進ビジョン」の進捗状況

魅力あふれる観光地域づくりプロジェクト
自然環境や歴史・文化を活かした高付加価値な観光資源の創出・拡充によりトップクラスの観光地域づくりを推進し、
北海道ブランドの確立を目指します。
また、観光は実際にその場に行くというリアルを前提に成立しており、交通ネットワークの整備等のリアルを支えるインフラ
整備を推進します。

多様な主体との連携による地域資源を活用した持続
可能な観光地域づくりの推進

第１回 後志利別川清流まつり（R6.7開催）

多様な旅行者の誘客に向けた安全・安心な受入環境
整備の推進
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■「かわたびほっかいどう」の推進（後志利別川）

■高規格道路網等の整備

■ゲートウェイ機能を確保する施設整備促進（函館空港）

函館空港の浸水対策

花街道

■シーニックバイウェイ活動団体との連携及びルート運営行政連
絡会議の開催

木古内北海道縦貫自動車道 オオヌマトンネル



道南連携地域「地域づくり推進ビジョン」の進捗状況

地域の強みを活かした成長産業の形成プロジェクト
道南地域の基幹産業である農林水産業・食関連産業の展開によって地域の所得が向上し、我が国の食料安全保障
に貢献することを目指すとともに、道南地域の強みである「食」、「観光」に加え、「再生可能エネルギー」関連産業等の新
たな産業が地域の基幹産業となり、国内外に展開され、地域に雇用が創出されることを目指します。
また、持続可能な道路・港湾・空港等による利便性の高い人流・物流ネットワークを構築するとともに、生産空間で生
み出した価値を国内外に届けることを目指します。
地域の強みを活かした再生可能エネルギー関連産業の
立地促進・育成

基幹産業である農林水産業の持続性を支える農山漁
村の振興
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■港湾における脱炭素化の推進（函館港） ■豊富な地域資源を活用した農林水産業と他の産業との
連携による「北海道マリンビジョン」の推進

カーボンニュートラルポート（CNP）のイメージ

室蘭港、苫小牧港

港湾脱炭素化推進
計画策定

港湾脱炭素化推進
協議会設置

稚内港、石狩湾新港、
函館港

函館港脱炭素化推進協議会

福島地域マリンビジョン 植樹の取組

せたな町大成地域マリンビジョン 稚魚放流



道南連携地域「地域づくり推進ビジョン」の進捗状況

ゼロカーボン北海道プロジェクト
ゼロカーボン北海道の実現に向け、道南地域において豊富に賦存する再生可能エネルギーを最大限に活用し、水素
等の新たなエネルギーの導入や、CO2吸収源となるブルーカーボン生態系の創出を行い、地域特性を活かした持続可能
な脱炭素社会の実現を目指します。

道南の地域特性を活かした持続可能な脱炭素社会
の形成

CO2吸収力の発揮

■港湾・漁港における藻場造成に向けた取組の推進
（函館港西防波堤）

■北海道インフラゼロカーボン試行工事の実施

繁茂する大型海藻のホンダワラ 8



道南連携地域「地域づくり推進ビジョン」の進捗状況

自然共生社会・循環型社会の形成プロジェクト
豊かな自然環境・景観が保全され、生物多様性の確保が図られるとともに、自然環境が有する多様な機能をインフラ
整備等に積極的に活用し、持続可能な社会の形成を目指すとともに、廃棄物の発生、抑制、循環型資源の再利用・
再生利用、バイオマス化など持続可能な形で資源を最大限に利活用する循環型社会の形成を図ります。

自然共生社会の形成 資源を最大限に利活用する循環型社会の形成
■土砂バンク活用の推進■後志利別川水系流域治水プロジェクト2.0 【グリーンインフラ】

『豊かな自然と清流の保全に配慮した多自然川づくりの推進』
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北海道開発局及び北海道では、河川管理において発生する河道内樹木の伐採
木を資源の有効活用やコスト縮減の観点から、自治体・バイオマス事業者、一般企
業、一般利用者等へ無償提供し、有効活用を図ってきたところ、令和4年度から、
更なる有効活用促進のため、伐採木の情報を広く提供する「木材バンク」を構築。

■木材バンク活用の推進



道南連携地域「地域づくり推進ビジョン」の進捗状況

安全・安心に住み続けられる強靱な国土づくりプロジェクト
気候変動により激甚化・頻発化する水災害や巨大地震等の大規模自然災害に対し、あらゆる主体の総力を結集し、
安全・安心な地域社会が構築されるとともに、災害時における人流・物流ネットワークやライフライン機能を確保し道南地
域の生産空間を守り安全・安心に住み続けられる強靱な地域づくりを目指します。

気候変動に伴い激甚化する水災害に対する防災力の強化

地域防災力の向上
大規模災害に対する生産・社会基盤の強靱化

冬期災害や複合災害に対する防災力の強化
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■冬期道路交通の安全性・信頼性の確保

■道路の防災対策

■後志利別川水系流域治水プロジェクト2.0
～全国有数の清流が育む地域の産業と暮らしを守る治水対策の推進～

氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策
被害対象を

減少させるための対策
被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

■無電柱化の推進
■「道の駅」の防災拠点化■防災関係機関の連携強化

災害対策渡島地方本部指揮室
設置・運営訓練

「道の駅」YOU・遊・もり
防災拠点自動車駐車場

函館・江差自動車道
視線誘導標

除雪トラックによる雪寄せ

函館若松電線共同溝国道229号 乙部防災

協議会の様子



道南連携地域「地域づくり推進ビジョン」の進捗状況

共創による多様で豊かな地域社会の形成プロジェクト
生涯にわたり活躍し続ける場の創出や、協働による関係人口の創出・拡大等による活力ある地域コミュニティを実現す
るため多様な人材・主体による共創を図ります。また、デジタルの活用による生産空間の維持・発展を図ります。

生産空間の暮らしを支える賑わいの場の創出 デジタル技術を活用したインフラの維持管理及び技術
活用の推進

多様な人材・主体による共創

■i-Construction普及のための「北海道開発局i-Con奨
励賞」の取組事例周知

（奨励賞受賞工事の取組の一例）

■「道の駅」の休憩・情報発信・地域連携等の機能・魅力の
向上
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BIM／CIMの活用による鉄筋組立順序の確認

ARの活用による施工予定の構造物の可視化

賑わい空間～物販スペース 観光案内所による情報発信

無料休憩所賑わい空間～飲食スペース
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道南連携地域「地域づくり推進ビジョン」の進捗状況

官民共創の取組

シーニックバイウェイ活動団体との連携及びルート運営
行政連絡会議の開催

みなとオアシス活動団体との連携及び運営協議会へ
の参画

サイクルツーリズム活動団体との連携及び推進協議会
への参画

地域マリンビジョン協議会への参画及び現行ビジョンの
改訂

鳥取県で開催されたSea級グルメ（R6.11開催）

国道上のサイクルルート路面標示国道パトロールカーが「サイクリスト・
応援カー」として工具等無料貸出

福島地域マリンビジョン協議会での
意見交換

奥尻地域マリンビジョン協議会での
意見交換
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道南連携地域「地域づくり推進ビジョン」の進捗状況

官民共創の取組

奥尻地区海藻生産・活用調査検討協議会への参画 森町のホタテ貝殻利活用勉強会への参画

北海道物流マッチングモデル「道南ロジスク」への参画 災害時の応援、災害対策用機械の出動等に関する
協定締結

災害対策用機械出動等に関する協定に基づき実施した
排水ポンプ車搭載の水中ポンプ設置・撤去訓練（今金町）

協議会の様子
協議会の成果の一つである
海藻を原料とした化粧水

（パッケージ等を高校生が企画）

令和６年度「道南ロジスク」の様子

勉強会の様子 勉強会参加者による
ホタテ貝殻堆積場の視察


